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�事業は、��研�形式によるインプットと個別�業の�⾛�援による��的なハ
ンズオン�援、��者のレベルに�わせたスキルアップを可�にするe-Learningの3
�の�で構成しています。これにより何となく理�した状況に留まらず、�に�け
たスキルを��に使えるスキルに向上させます。

プログラムの特徴

プログラムのゴール
プログラムのゴールは、⾃�の�題を抽�し�理するとともに、�題�決の⼿�と
して�内�のデータを活⽤して�決��の提�と��ができるスキルを�得するこ
とです。
�事業では、スキル�得まで単年度のプログラム�了�も��したフォローアップ
�援体制を構築しています。



Pythonを使ったモデ
リング��に⾃�が
ない�でも、
e-Leaning��を活
⽤することで、
Pythonやデータ��
の基�から�ぶこと
が可�です

※�事業は、���業の個別�題�決�⾛�援が
メインです。e-Learnin g��や��研�のみの�
�は���となります。

���業それぞれの���題を抽
�・�理し、その�題�決を専⾨�
の�⾛による�援を��。

    ・���題�理
       ↓
    ・�題�決���理
       ↓
    ・データ�理（前処理）
       ↓
    ・データ��･モデリング
       ↓
    ・成果発��（個別）

『個�別�題�決�⾛�援』

8⽉�旬

2⽉�

『リスキリング��研�』

８⽉９⽇（金） 
キックオフ研�（14時〜17時）

10⽉�
共��題�決研�

11⽉�
共��題�決研�

データ��の基���として�体
的にプロセスの理�や��時の�
�点、��のAI活⽤トレンドを事
例を�えて�義。

『e-Learning� �』
基�トレーニング�び�題別��
の各��を��的に履�し、�率
的にＡＩ��を⾏う。プログラミ
ングの��者から��者までレベ
ルに�じた��が可�。

 
埼⽟⼤�の平��授をはじめ、��
�業の�題に��した各�野のエキ
スパートによるサポートを����

埼⽟⼤� 
⼤��
理⼯�研�科  
平��授

３�の�でスキルアップ



『個�別�題�決�⾛�援』

⑤
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の把�

②
����
の��
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の��
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データ
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⑥
���果
の��

⑦
業�への
�⽤

＜データサイエンスプロジェクトのプロセス＞

�⾛�援では、���業個別に���題の�決に向けた�援を��します。�決に必�な�内
�のデータ��と�⼯処理を⾏い、�年度はデータ��のモデリングにチャレンジします。

��研�では、�⾛�援でできた共��題について、��とグループワーク形式で知識を��
します。�年度に構築したデータ��モデリングの�価･��と業�への�⽤については、中�
期的なフォローアップ�援を⾏います。

キックオフ研� ��研�① ��研�②



�事業では、��者�員にe-Learn ing��のアカウントを発⾏します。e-Learn ing��は発
⾏された⽇から、令和7年2⽉末まで、いつでも�きなだけ受�することができます。

e-Learn ingはSIGNATE�のプ
ラットフォームを活⽤します。

��者のレベルに�じた��的
な受�とスキルアップが可�で
す。



データ�� データ��（�布･��）

データ抽� データ��（��性）

�データの構�操作 データ��（��）

データ�⼯（��型）

データ�⼯（��列･⽇付）

データ可��

Excel�⾨

データ���⾨

ビジネスデータ����

e-Learn ing��では、予め各��で必�内�をパッケージングされたプログラムの他に、��
のあるテーマ別の��も��で受�可�。



積み重ねたデータやAIモデ
リングを上⼿く活⽤する
と . . .

従来の「��」と「�」による��から
�内�の「データ」と「��ツール」を活⽤した
����と�題�決提�に�げることができる

従来、�しい��を持たせた���品の開
発において、担当者が、何千、何万�りの
配�パターンをトライアンドエラーを�り
�し、�い時間をかけて開発していた . . .

可�性のある配�パターンをシ
ミュレーションし、パターンを
�り�んで��できるので、開
発にかかる時間を⼤幅に削減。
研�者のセンスや��によるバ
ラツキも減�。

�しい��ニーズや�品ライフ
サイクルの��に�早く��
し、��⼒を��できる



⾃�の��情�と��のデ
ータを�みわせて��する
と . . .

従来の「��」と「�」による��から
�内�の「データ」と「��ツール」を活⽤した
����と�題�決提�に�げることができる

従来、��のコンサル�業の�いコストと
�くの時間をかけて����を��してい
た。�果のアウトプットは⼀�的な���
�のみであまり�に立たない情�であった

�まであまり�識していなかっ
た�在��を洗い�し、�たな
ターゲットとなる��がどこに
どれだけいるかの情�をコスト
をかけずに��可�



��の�物����データ
や��⼯事データを�理･活
⽤することで . . .

従来の「��」と「�」による��から
�内�の「データ」と「��ツール」を活⽤した
����と�題�決提�に�げることができる

従来、ベテラン担当者が、��と�を基に
��の����と、��提�を⾏ってい
た。��への�得⼒に�け、��の予算あ
りきの����を⾏っていた。

データに基づく、故�予測シミ
ュレーションにより、�切なメ
ンテナンス時期とその�果につ
いて、�得⼒のある提�が可�

��側も、�切な����時期
を予測しやすくなったので、予
算�しやすくなった。



�ある�材データの棚卸と
�徴データの相���の�
�を��。

従来の「��」と「�」による��から
�内�の「データ」と「��ツール」を活⽤した
����と�題�決提�に�げることができる

�事�理ソフトを��し、�材データは�
積されているが、上⼿く活⽤できていな
い。採⽤や離��策･各個�ごとの�成プ
ログラムや配�に�立てたい。

��して成�･活�する�材や�
�に離�した�材の�徴データ
を��し、採⽤活動や�成･配�
等の�的��マネジメントに活
⽤



・��者�は����の�
・��担当者（Pythonの基�知識レベル�はPythonに�味の�）

■募��業��７�（15��度∕�員に�し��募��切り）
■募��切�令和6年7⽉31⽇（�）まで
■����1�１万円（��み）
■研�場��【��研�】まるまるひがしにほん２�
 【�⾛�援】���業内またはオンライン
■お申�み�
 下�URLまたはQRコードよりお申�みください
 https:// forms.off ice.com/r/ggintXRv4h

※「個�別�題�決�⾛�援」を受ける前提として、
 e-Learning�  �の 「Pythonモデリングコース」受�
 �は同等レベルのスキルを持つ�の��を�奨します。



お問�せ先
さいたま��業��財団
事業��� ��
jigyo@sozo-saitama.or.jp

https://www.sozo-saitama.or. jp/

THANK YOU


